
 

ス
テ
ロ
ン
拮
抗
薬 

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
次
頁
の
左

上
図
に
示
す
通
り
、
こ
れ
ら
の
薬

剤
は
そ
れ
ぞ
れ
働
き
か
け
る
部
位

が
違
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
で
、

高
齢
者
や
食
塩
感
受
性
高
血
圧
、

治
療
抵
抗
性
高
血
圧
な
ど
に
対
し

て
低
用
量
の「
サ
イ
ア
ザ
イ
ド
系
利

尿
薬
」
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
で
す
の

で
、
こ
こ
で
は「
サ
イ
ア
ザ
イ
ド
系
利

尿
薬
」
を
中
心
に
説
明
し
て
い
き
ま

す
。 

  

◇
高
血
圧
の
治
療 

 

２
．
薬
物
療
法 

(3) 

利
尿
剤 

 
d
iu

retic 

 

下
図
に
示
す
通
り
、
血
圧
が
高
く
な

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は
、「
血
管
の
収
縮
」
と

「
血
液
量
の
増
加
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
述
べ
て
き
た「
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
」

と「
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
阻
害
薬
」
は
、
血

管
の
収
縮
」
機
構
に
働
き
か
け
て
、「
末

梢
血
管
抵
抗
」
を
下
げ
る
こ
と
で
血
圧

を
下
げ
る
も
の
で
し
た
。
利
尿
剤
は
、
循

環
す
る
水
分
を
尿
と
し
て
体
外
に
排
泄

す
る
こ
と
で「
血
液
量
の
増
加
」
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
で
血
圧
を
下
げ
る
も
の
で

す
。 

 

利
尿
薬
に
は 

 

①
サ
イ
ア
ザ
イ
ド
系
利
尿
薬 

 

②
ル
ー
プ
利
尿
薬 

 

③
カ
リ
ウ
ム
保
持
性
利
尿
薬
・
ア
ル
ド 
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歯
科
医
師 

 

東
海
林 

 

克 
 と

歯
科
治
療
⑯ 

「
サ
イ
ア
ザ
イ
ド
系
利
尿
薬
」
は
、
腎
臓
の

「
糸
球
体
（
し
き
ゅ
う
た
い
）
」
で
血
液
か
ら

漉
し
出
さ
れ
た「
原
尿
（
げ
ん
に
ょ
う
）
」
か

ら
、
尿
と
し
て
体
外
に
出
さ
れ
る
前
に
、

遠
位
尿
細
管
に
お
い
てN

a
+

とC
l -

の
再
吸

収
を
抑
制
し
て
、N

a
+

再
吸
収
を
抑
制
し

ま
す
。
利
尿
薬
の
中
で
は
強
い
降
圧
効
果

を
有
し
ま
す
が
、
低
カ
リ
ウ
ム
血
症
や

糖
、
脂
質
、
尿
酸
の
代
謝
に
注
意
が
必
要

で
、
腎
機
能
が
低
下
し
た
と
き
の
効
果
は

乏
し
く
、
慢
性
腎
不
全
の
患
者
さ
ん
に
は

あ
ま
り
使
え
ま
せ
ん
。 

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
校
の
マ
イ
ケ
ル
・
ラ
モ
ン
テ
ら
は
、
約
１
，

２
０
０
例
の
閉
経
後
女
性
を
対
象
と
し
た
研
究
の
結
果
、
高
血
圧
リ
ス
ク
に
関
連
す
る
口
腔
細

菌
を
同
定
し
た
と
発
表
し
て
、
上
昇
に
関
連
す
る
細
菌
１
０
種
と
低
下
に
関
連
す
る
５
種
を
同

定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
後
、
口
腔
ケ
ア
が
新
た
な
高
血
圧
予
防
策
の
１
つ
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
薬
物
治
療
の
２
回
目
、RA

S

の
阻
害
薬
の
一
種
で
あ
る
「A

C
E

阻

害
薬
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用文献（2）より引用改編 

 

 
 

 

 

 

 

 

引用文献(2)より引用改編 

 

 



 

中通歯科通信 NEO 

 

利
尿
剤
に
よ
っ
て
起
こ
る
急
激
な

N
a

の
喪

失
は
、
反
応
性
に
腎
臓
で
の「
レ
ニ
ン
（
本
シ

リ
ー
ズ
⑭
参
照
）
」
の
産
生
を
促
す
の
で
、
結

果
と
し
て「
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
」
に
よ
る

血
管
の
収
縮
が
起
こ
り
ま
す
。
降
圧
薬
と
し

て
利
尿
剤
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
Ａ
Ｃ
Ｅ

阻
害
薬
あ
る
い
は
Ａ
Ｒ
Ｂ
、β

遮
断
薬
と
の

併
用
が
理
論
的
に
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
歯
科
と
の
関
連
に
つ
い
て 

 

降
圧
利
尿
薬
に
よ
る
口
腔
内
の
変
化
は
、

「
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
」
で
も
述
べ
た「
薬
剤

性
口
腔
乾
燥
症
」
で
す
。 

 

降
圧
利
尿
薬
は
、
体
内
を
循
環
す
る
水

分
を
減
ら
す
こ
と
で
血
圧
を
下
げ
る
も
の

で
す
の
で
、
体
内
の
水
分
減
少
に
伴
っ
て
水

分
が
90
％
を
占
め
る
唾
液
の
分
泌
量
も
低

下
し
ま
す
。「
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
」
で
述
べ

た
以
外
に
、「
口
腔
乾
燥
」
が
起
こ
る
こ
と
で 

口
腔
粘
膜
に
変
化
が
起
こ
る
だ
け
で
な

く
、
唾
液
の
主
な
機
能
で
あ
る 

 

①
自
浄
作
用 

 

②
消
化
作
用 

 

③
殺
菌
作
用 

 

④
緩
衝
作
用 

 

⑤
再
石
灰
化
作
用 

の
低
下
が
起
こ
り
ま
す
。 

 

①
自
浄
作
用 

唾
液
が
潤
沢
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歯

や
歯
肉
、
頬
粘
膜
が
線
維
性
の
食
物
を
咀

嚼
す
る
と
き
に
擦
れ
る
こ
と
で
、
き
れ
い
に

な
り
ま
す
。
乾
燥
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
表
面
に
固
着
し
や
す
く
な
る
こ
と
で
、

自
浄
能
力
の
低
下
が
起
こ
り
ま
す
。 

②
消
化
作
用 

生
命
維
持
の
た
め
に
は
非
常
に
重
要
な

機
能
で
す
が
、
口
腔
環
境
そ
の
も
の
の
健 

康
と
の
直
接
的
な
関
連
は
少
な
く
な
り

ま
す
。 

③
殺
菌
作
用 

 

口
腔
内
に
は
、700

種
類
、100

億
個

の「
常
在
菌
（
じ
ょ
う
ざ
い
き
ん
）
：
常
に

お
口
の
中
に
棲
ん
で
い
る
細
菌
」
が
い
ま

す
。
唾
液
の
減
少
に
伴
っ
て
、
細
菌
の
殺

菌
作
用
の
減
弱
が
起
こ
る
と
、
む
し
歯

や
歯
周
病
に
な
り
易
く
、
ま
た
進
行
も

早
ま
り
ま
す
。「
自
浄
作
用
」
と「
殺
菌

作
用
」が
あ
る
こ
と
で
、
常
在
菌
の
定
着

増
殖
が
起
こ
り
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
唾

液
の
減
少
に
伴
っ
て
、
粘
膜
が
傷
つ
き

や
す
く
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
や
真
菌
に
対

す
る
抵
抗
力
が
弱
ま
る
の
で
、「
ヘ
ル
ペ

ス
性
口
内
炎
」
や
「
カ
ン
ジ
ダ
性
口
内

炎
」に
な
り
易
く
な
り
ま
す
。 

 

④
緩
衝
作
用 

 

緩
衝
作
用
に
は
口
腔
内
を
中
性
に
保

つ「pH

の
干
渉
能
」と
、
温
度
の
刺
激 

《
引
用
文
献
》 

（1） 

メ
デ
ィ
カ
ル
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン 

高
血
圧
リ
ス
ク
に
関
連

す
る
口
腔
細
菌
を
同
定 

上
昇

1
0

種
、
低
下
５
種 

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ 

（2） 

歯
科
医
師
国
家
試
験 

口
腔
内
科
学 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ 

（3） 

㈱
バ
イ
エ
ル
薬
品
株
式
会
社 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（4） 

歯
科
医
師
国
家
試
験 

口
腔
内
科
学 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ 

（5） 

歯
と
お
口
の
こ
と
な
ら
何
で
も
わ
か
る 

テ
ー
マ
パ

ー
ク802

0
 

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用文献(3)より引用 

を
干
渉
す
る
干
渉
能
が
あ
り
ま
す
。「pH

の

干
渉
能
」の
低
下
が
起
こ
る
と
、
通
常
私
た
ち

が
歯
と
し
て
見
て
い
る
部
分
で
あ
る「
歯
冠

（
し
か
ん
）
」
の
表
面
を
覆
っ
て
い
る「
エ
ナ
メ
ル

質
」
の
“
脱
灰
“
”
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
一
方
、
温
度
刺
激
の
干
渉
能
が
低
下
す

る
と
、
簡
単
に
口
腔
粘
膜
の
熱
傷
を
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
極
端
に
熱
い
も
の
や
冷

た
い
も
の
を
摂
る
の
を
控
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用文献(5)より引用 
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